
 

 

   

 

 

1 

 

第
四
三
九
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）（
於
：
三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
会
議
室
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
忠
重
（
た
だ
し
げ
） 

西
澤
國
護 

長
谷
見
敏
（
び
ん
） 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男
（
く
に
お
） 

小
早
健
介 

朱
牟
田
静
雄
（
恵
洲
） 

高
橋
康
敏 

 
土
谷
堂
哉 

豊
田
穣
（
ゆ
た
か
）
中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
啓
子
（
け
い
子
） 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
八
点 

 

ガ
ー
ド
下
に
昭
和
史
の
あ
り
お
で
ん
酒 

 

孤
舟 

（
紀
・
忠
・
〇
く
・
と
・
孝
・
龍
・
康
・
堂
・

ゆ
・
國
・
雅
・
び
・
〇
允
・
正
・
昇
・
啓
・
規
・
天
） 

 
 

 
 
 
 

 

十
三
点 

 

捨
て
ら
れ
ぬ
ネ
ク
タ
イ
勤
労
感
謝
の
日 

  
忠
彦 

（
紀
・
く
・
健
・
と
・
龍
・
恵
・
堂
・
ゆ
・ 

〇
正
・
〇
昇
・
〇
規
・
亜
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 

 

十
一
点 

◎
江
戸
小
春
御
簾
の
う
ち
よ
り
河
東
節 

 
  

と
み
子 

（
紀
・
孤
・
孝
・
〇
堂
・
允
・
正
・
昇
・
啓
・ 

亜
・
け
・
盛
） 

救
急
の
母
待
つ
廊
下
す
き
間
風 

 
 
 
 
 

啓
子 

（
〇
そ
・
紀
・
忠
・
五
・
と
・
千
・
清
・
雅
・ 

隆
・
び
・
規
） 

 

十
点 

 

◎
自
分
史
に
書
け
な
い
何
か
落
葉
掃
く 

 
 
 

盛
雄 

（
紀
・
孤
・
千
・
孝
・
龍
・
清
・
隆
・
規
・ 

三
・
天
） 

 

八
点 

 

◎
和
菓
子
屋
に
餡
煮
る
匂
ひ
霜
の
朝 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
く
・
千
・
清
・
ゆ
・
啓
・
亜
） 

 

七
点 

 
 

む
さ
さ
び
の
ふ
は
り
と
闇
を
連
れ
来
る 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
清
・
〇
康
・
雅
・
正
・
昇
・
け
） 

 
 
 
 

◎
廃
業
の
サ
ク
マ
ド
ロ
ッ
プ
秋
の
風 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
堂
・
正
・
三
・
天
） 

◎
石
蕗
咲
く
や
沖
の
荒
ぶ
る
日
本
海 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
く
・
び
・
允
・
啓
・
天
） 

 

六
点 

 
 

手
拍
子
の
鯔
背
な
を
み
な
酉
の
市 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
清
・
康
・
允
・
〇
啓
・
〇
盛
） 

 
 
 
 

◎
雪
吊
の
松
に
日
の
射
す
武
家
屋
敷 

 
 
 
 

く
に
お 

 

（
紀
・
孤
・
恵
・
康
・
堂
・
ゆ
） 

 

五
点 

 

◎
白
鳥
に
古
城
の
景
の
定
ま
れ
り 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
健
・
恵
・
清
） 

 

四
点 

 
 

家
々
の
灯
の
暖
か
き
冬
の
町 

 
 
 
 
 
   

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
〇
た
・
孝
・
び
） 

足
袋
は
い
て
楽
屋
稲
荷
に
無
事
祈
る 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
〇
と
・
恵
・
三
・
天
） 

魚
群
と
な
り
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
交
差
点 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
昇
・
け
・
盛
） 

ひ
と
り
来
て
嵯
峨
の
時
雨
に
逢
ひ
に
け
り 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
く
・
た
・
〇
恵
） 

カ
ー
テ
ン
に
走
る
鳥
影
小
春
か
な 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
そ
・
紀
・
く
・
規
） 



 

 

   

 

 

2 

 

僻
地
で
の
単
身
赴
任
布
団
干
す 

 
 
 
 
 
 

 

健
介 

 
 

（
紀
・
孤
・
隆
・
盛
）   

 
 
 
 

 

◎
柝
の
音
も
手
締
め
も
弾
む
一
の
酉 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
孤
・
〇
五
・
と
） 

沙
羅
落
葉
末
世
語
る
や
庭
に
満
つ 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
ゆ
・
亜
・
三
） 

木
守
柿
鎌
倉
殿
の
業
深
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
〇
紀
・
五
・
亜
・
け
） 

 
 
 
 
 
 

妻
と
家
事
代
は
る
勤
労
感
謝
の
日 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
健
・
堂
・
雅
） 

ひ
そ
や
か
に
枯
葉
の
匂
ひ
雨
踏
め
ば 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
孝
・
康
・
雅
） 

 
 
 
 
 

 

凍
豆
腐
小
さ
き
幸
せ
ほ
の
甘
く 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
そ
・
紀
・
と
・
ゆ
） 

 
 
 
 
 
 

平
和
と
ふ
危
う
き
日
々
の
冬
木
の
芽 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
そ
・
紀
・
恵
・
び
） 

 

 

三
点 

 

◎
月
食
を
待
ち
ゐ
る
刻
や
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン 

 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
昇
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

夕
映
え
の
雲
つ
ら
な
り
て
神
渡
し 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
そ
・
紀
・
五
） 

 
 
 
 
 

 

Ｖ
字
描
き
こ
れ
か
ら
何
処
に
渡
り
鳥 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
健
・
國
） 

御
贔
屓
筋
に
よ
る
河
東
節 

顔
見
世
や
襲
名
寿
ぐ
御
簾
の
内 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
忠
・
千
） 

寄
せ
鍋
や
時
を
埋
め
た
り
六
十
年 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
國
・
び
） 

岩
風
呂
に
浸
り
瀬
ノ
音
紅
葉
谷 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
國
・
允
） 

誕
生
日
我
が
家
の
き
ま
り
栗
御
飯 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
千
・
康
） 

秋
茜
中
学
校
を
視
察
に
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
健
・
啓
） 

山
茶
花
や
噂
話
は
好
き
な
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 

（
紀
・
國
・
〇
亜
） 

初
冬
の
渋
谷
に
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
に
行
く 

 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
〇
孝
・
正
） 

 

二
点 

 
 

長
き
夜
や
テ
レ
ビ
を
消
し
て
二
度
寝
か
な  

 
 

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
隆
） 

 

立
冬
に
新
團
十
郎
の
初
日
か
な 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
た
・
天
） 

叙
勲
と
は
無
縁
の
人
生
文
化
の
日 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
  

（
紀
・
隆
） 

助
六
に
東
紀
の
謡
ふ
冬
の
宴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
五
） 

熟
し
柿
残
し
て
暮
る
る
小
春
空 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
た
・
國
） 

亥
子
餅
数
へ
て
み
れ
ば
早
九
年 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
三
） 

望
遠
の
は
る
か
先
な
る
鴨
の
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
け
） 

 
 
 
 
 

初
冬
の
来
（
く
）
行
人
坂
に
富
士
の
見
ゆ 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
隆
） 

 

免
許
証
疾
く
に
返
納
山
眠
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
忠
） 

團
十
郎
襲
名
公
演 

静
寂
の
中
の
「
睨
み
」
や
秋
う
ら
ら 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
雅
） 

 
 

月
は
白
赤
銅
色
の
月
な
ん
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
五
） 

  

肩
痛
も
飛
ぶ
つ
や
つ
や
の
新
米
に 

 
 
 
 
 
   

仝 
  

 

（
紀
・
龍
） 

落
葉
掃
き
ふ
る
ま
う
ほ
う
び
焼
け
て
か
ら 

 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
た
） 

手
に
紅
葉
ケ
ー
ブ
ル
降
り
て
酒
と
ソ
バ 

 
 
 
 
  

仝 
 
 

（
紀
・
千
） 

空
深
く
浅
間
の
稜
線
初
冠
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
健
） 

日
を
追
ひ
て
熟
す
蜜
柑
に
子
ら
騒
ぐ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
た
） 

神
発
ち
て
無
人
の
社
風
走
る 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
規
） 

 

枯
す
す
き
ジ
ョ
ブ
ズ
遺
愛
の
巴
水
か
な 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
三
） 

 
 

五
十
回
目
の
泉
鏡
花
文
学
賞
受
賞 

十
一
月
「
陽
だ
ま
り
の
果
て
」
届
き
け
り 

 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
啓
） 



 

 

   

 

 

3 

 

 
一
点 

 
 

舞
台
終
へ
祝
儀
で
奢
る
燗
老
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
忠
） 

顔
見
世
や
成
田
屋
親
子
へ
大
歓
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
允
） 

 
 
 
 
 
 

逆
転
弾
！
深
夜
に
ひ
と
り
火
酒
（
か
し
ゅ
）
呷
る 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
龍
） 

痛
ま
し
や
隣
国
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
大
惨
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
） 

團
十
郎
立
派
な
襲
名
冬
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

口
上
の
甘
辛
楽
し
神
無
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

顔
見
世
の
御
簾
の
内
よ
り
河
東
節 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

垣
根
越
し
咲
く
大
輪
の
花
芙
蓉 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
紀
） 

稲
架
（
は
ざ
）
に
か
け
天
日
に
干
し
て
美
味
い
米 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

晋
作
の
影
過
り
た
り
萩
寒
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
紀
） 

秋
灯
や
年
経
て
学
ぶ
こ
と
多
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
） 

曙
の
月
静
か
に
思
う
人
の
情 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

イ
チ
ョ
ウ
撮
る
無
数
の
ス
マ
ホ
人
の
波 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
紀
） 

二
代
将
軍
頼
家
の
二
尺
の
墓
の
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

ミ
サ
イ
ル
の
飛
び
交
ふ
空
や
け
ふ
無
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

父
に
似
て
老
い
の
一
徹
木
の
葉
髪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
紀
） 

い
さ
さ
か
の
朱
泥
の
残
る
冬
木
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
） 

吾
（
あ
）
が
生
（
あ
）
れ
し
十
一
月
の
始
ま
り
し 

 
 
 

規
雄 

 
 
 

（
龍
） 

叔
母
逝
き
て
車
窓
に
波
立
つ
冬
の
海 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
紀
） 

 
 

セ
ー
タ
ー
ま
く
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
五
回
な
り 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
紀
） 

肉
叢
（
し
し
む
ら
）
へ
新
た
な
喝
や
冬
至
の
湯 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

 
 

※
が
付
き
一
字
下
げ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
採
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
気
に
な
る
点
を
記
し
た
も
の
で
す
。 

 

十
八
点
句 

ガ
ー
ド
下
に
昭
和
史
の
あ
り
お
で
ん
酒 

 
 
 
 

孤
舟 

 

 
 

 
 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
新
橋
の
ガ
ー
ド
下
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
と
く
に
戦
後
か
ら
の
昭
和
の
歴
史
が
凝
縮
し
て
い
る 

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
主
役
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
諸
君
で
一
日
の
憂
さ
を
晴
ら
し
た
も
の
で
す
。 

お
で
ん
酒
を
上
五
に
ガ
ー
ド
下
を
下
五
に
語
順
を
変
え
て
も
よ
い
の
で
は
。
お
で
ん
酒
が
い 

い
で
す
ね
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
大
阪
勤
務
時
代
に
ガ
ー
ド
下
の
お
で
ん
屋
で
友
人
と
語
り
合
っ
た
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
ガ
ー
ド
下
の
赤
提
灯
に
ス
ー
ツ
姿
の
酔
客
。
現
在
の
の
整
備
さ
れ
た
新
橋
ガ
ー
ド
下
横 

丁
と
違
っ
て
哀
愁
が
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
私
の
学
生
時
代
（
昭
和
三
十
年
代
初
め
）
の
新
宿
西
口
飲
み
屋
街
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
大
阪
で
は
梅
田
の
ガ
ー
ド
下
の
飲
み
屋
街
が
正
に
こ
れ
で
す
。
上
司
に
諭
さ
れ
た
り
、 

先
輩
に
絡
ん
だ
り
、
後
輩
に
先
輩
風
を
吹
い
た
り
。
私
達
よ
り
丸
紅
の
人
事
に
詳
し
い 

女
将
も
懐
か
し
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
に
」
は
必
要
で
し
ょ
う
か
。
兎
に
角
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
分
か
る
世
代
は
少
な
く 

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
ね
‼ 
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十
三
点
句 

捨
て
ら
れ
ぬ
ネ
ク
タ
イ
勤
労
感
謝
の
日 

 
 
 
 

忠
彦 

 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
締
め
た
愛
着
の
あ
る
ネ
ク
タ
イ
は
ど
ん
な
に
使
い
古
し
て
も
捨
て
難 

い
も
の
で
す
。
作
者
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

私
は
、
主
人
の
ネ
ク
タ
イ
を
さ
っ
さ
と
処
分
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
反
省
。 

 
 
 
 
 
 

 
龍
平
さ
ん
・
・
・
高
級
タ
イ
の
み3

本
綺
麗
に
洗
濯
に
出
し 

こ
の
春
就
職
祝
い
の
積
り
で
孫
に
寄
贈
し
た 

が
未
だ
に
使
っ
た
か
報
告
無
し 

妻
曰
く 

バ
カ
で
は
な
い
の
？ 

エ
ッ
誰
が
？ 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
現
役
時
代
の
自
分
自
身
の
勤
労
に
感
謝
し
て
い
る
風
情
が
面
白
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
季
語
の
斡
旋
に
脱
帽
。
な
ん
で
こ
ん
な
に
買
っ
た
の
だ
ろ
う
？
息
子
は
僅
か
三
四
本
を 

義
理
？
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
長
年
の
勤
務
で
ネ
ク
タ
イ
も
溜
ま
り
ま
す
が
、
ど
の
ネ
ク
タ
イ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が 

あ
り
捨
て
が
た
い
も
の
で
す
。
同
感
で
す 

 
 
 
 
 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
同
感
で
す
。
ネ
ク
タ
イ
と
久
し
く
無
縁
の
生
活
と
な
り
し
も
、
現
役
時
代
を
偲
び
断
捨
離 

が
で
き
ぬ
も
の
。
未
練
で
す
か
ね
？ 

正
明
さ
ん
・
・
・
僕
も
ネ
ク
タ
イ
が
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。 

規
雄
さ
ん
・
・
・
昔
は
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
て
、
よ
く
仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
日
々
を
思
い
出
さ
せ
て
く 

れ
る
い
い
句
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
‼ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
苦
労
も
あ
り
喜
び
も
あ
っ
た
日
々
へ
の
思
い
。 

 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
職
を
退
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
哀
歓
が
伝
わ
っ
て
来
る
一
句
。（
川
柳
の
大
賞
に
選
ば
れ 

そ
う
で
す
） 

 

十
一
点
句 

江
戸
小
春
御
簾
の
う
ち
よ
り
河
東
節 

 
 
 

と
み
子 

 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
第
十
三
代
團
十
郎
襲
名
披
露
公
演
に
華
を
添
え
た
河
東
節
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
初
め
て
鑑
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
も
長
時
間
の
演
奏
に
驚
き
ま
し
た
。 

上
五
が
ピ
ッ
タ
リ
と
感
心
し
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
江
戸
小
春
」
が
い
ろ
い
ろ
語
っ
て
く
れ
て
秀
逸
。 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・I

氏
の
力
強
い
美
声
を
聴
き
た
か
っ
た
も
の
で
す
。 

救
急
の
母
待
つ
廊
下
す
き
間
風 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

 
 
 
 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
す
き
間
風
が 

、
作
者
の
不
安
な
お
気
持
ち
を 

よ
く
表
し
て
い
ま
す
。 

 
 
  

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
私
も
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
診
断
結
果
を
待
つ
不
安
な
時
が
表
現
さ
れ 

て
い
て
共
感
い
た
し
ま
し
た
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
救
急
車
を
今
か
と
待
つ
間
、
意
外
な
も
の
に
目
が
行
く
。
臨
場
感
が
伝
わ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
時
空
を
超
え
て‶

す
き
ま
風
〟
が
厳
し
く
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

 

十
点
句 

 

自
分
史
に
書
け
な
い
何
か
落
葉
掃
く 

 
 
 
 

盛
雄 

 

 
 
 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
過
去
の
辛
く
悲
し
い
経
験
は
、
落
葉
を
掃
く
よ
う
に
容
易
に
消
し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
人
間
生
き
て
い
れ
ば
後
悔
や
怒
り
や
消
去
し
た
い
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

 
 

何
を
書
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

き
っ
と
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
落
葉
を
掃
い
て 

い
る
の
で
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
自
分
史
の
書
き
方
で
は
触
れ
て
い
な
い
箇
所
。
同
窓
会
報
に
は
と
き
ど
き
見
か
け
る
。 

「
自
分
史
に
書
け
な
い
白
地
落
葉
掃
く
」
で
も
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
黙
々
と
落
葉
を
掃
い
て
来
し
方
を
ふ
っ
と
思
い
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 
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八
点
句 

 

和
菓
子
屋
に
餡
煮
る
匂
ひ
霜
の
朝 

 
 
 
 
 

康
敏 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
朝
の
寒
い
う
ち
か
ら
和
菓
子
の
製
造
に
余
念
が
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
食
べ
物
屋
は
そ
の
日
の
仕
込
み
で
朝
が
早
い
。
ぴ
り
ぴ
り
す
る
空
気
の
中
に
餡
の
原
料
と 

な
る
小
豆
か
金
時
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
職
人
の
た
つ
き
（
活
計
）
の
匂
い
で
も
あ
り 

ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
和
菓
子
の
老
舗
で
は
、
通
常
店
内
で
餡
を
練
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
香
り
が
ほ
ん
の
り
と 

漂
っ
て
き
た
の
で
す
ね
。
そ
の
店
の
和
菓
子
は
き
っ
と
銘
菓
で
し
ょ
う
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
甘
い
匂
い
に
つ
ら
れ
て
つ
い
頂
戴
し
ま
し
た
。 

 

七
点
句 

 

む
さ
さ
び
の
ふ
は
り
と
闇
を
連
れ
来
る 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
夜
行
性
の
む
さ
さ
び
の
行
動
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

廃
業
の
サ
ク
マ
ド
ロ
ッ
プ
秋
の
風 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
長
い
間
愛
用
し
て
き
た
だ
け
に
残
念
。
昭
和
も
遠
く
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
懐
か
し
い
菓
子
で
す
！
缶
を
振
っ
て
残
り
を
確
か
め
た
遠
い
日
！ 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
缶
の
中
で
残
っ
た
ド
ロ
ッ
プ
が
鳴
る
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
、
懐
か
し
い
が
淋
し
い
思
い 

が
し
ま
す
。 

石
蕗
咲
く
や
沖
の
荒
ぶ
る
日
本
海 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
福
井
・
東
尋
坊
の
断
崖
絶
壁
へ
も
容
赦
な
く
冬
の
大
波
が
打
ち
寄
せ
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
大
と
小
の
取
合
せ
が
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
「
沖
の
」
と
限
定
し
な
い
で
た
と
え
ば 

「
逆
巻
く
波
の
日
本
海
」
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

  

天
牛
さ
ん
・
・
・
鉛
色
の
荒
れ
る
日
本
海
に
石
蕗
が
良
く
似
合
い
ま
す
。
太
平
洋
沿
岸
に
育
っ
た
人
に
は
分 

か
ら
ぬ
風
景
で
す
。 

 

六
点
句 

 

手
拍
子
の
鯔
背
な
を
み
な
酉
の
市 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
鯔
背
は
若
い
男
性
に
使
う
用
語
だ
が
、
虚
を
突
い
て
女
性
に
使
っ
て
い
る
の
が
秀
逸
。 

マ
ス
ク
で
お
顔
の
半
分
し
か
見
え
な
い
の
が
残
念
。 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の‶

鯔
背
な
を
み
な
〟
が
良
か
っ
た
。
江
戸
日
本
橋
の
風
情
が
滲
む
佳
句
。 

 
 
 
 
 

雪
吊
の
松
に
日
の
射
す
武
家
屋
敷 

 
 
 
 

く
に
お 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
金
沢
兼
六
園
の
雪
吊
の
松
の
木
と
縄
が
朝
日
に
輝
く
。 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
武
家
屋
敷
と
雪
吊
り
を
施
さ
れ
た
松
の
凛
と
し
た
冬
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
加
賀 

百
万
石
当
た
り
の
ご
城
下
？ 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
綺
麗
な
絵
は
が
き
の
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
武
家
屋
敷
の
黒
板
塀
と
雪
吊
り
の
松
。
景
が
よ
く
見
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
歴
史
あ
る
町
並
み
の
武
家
屋
敷
の
景
が
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

五
点
句 

 

白
鳥
に
古
城
の
景
の
定
ま
れ
り 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
松
本
城
の
お
濠
に
白
鳥
飛
来
。
黒
い
城
郭
と
真
っ
白
な
白
鳥
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
古
城
と
白
鳥
の
取
り
合
わ
せ
（
鳥
合
わ
せ
？
城
と
白
の
シ
ロ
合
わ
せ
？
）
が
面
白
く
、 

あ
あ
こ
れ
で
景
色
が
定
ま
っ
た
と
ご
機
嫌
の
作
者
に
同
調
し
ま
す
。 

 

四
点
句 

 

家
々
の
灯
の
暖
か
き
冬
の
町 

 
 
 
 
   

そ
ら
お 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
雪
が
積
も
り
、
人
通
り
も
少
な
く
な
っ
た
町
の
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。 
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足
袋
は
い
て
楽
屋
稲
荷
に
無
事
祈
る 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

  
 

と
み
子
さ
ん
・
・
舞
台
に
立
つ
方
の
臨
場
感
が 

伝
わ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
東
紀
さ
ん
関
連
の
句
を
一
句
採
り
た
く
て
。
ご
本
人
の
句
か
な
。
楽
屋
稲
荷
と
い
う
の
を 

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
出
演
前
に
こ
れ
に
祈
る
と
い
う
景
が
と
て
も
新
鮮
。 

 
天
牛
さ
ん
・
・
・
最
後
に
足
袋
を
は
い
て
き
り
り
と
心
が
ひ
き
し
ま
る
感
じ
が
い
い
で
す
ね
。 

 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
総
見
当
日
、
客
席
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
実
は
怪
我
を
し
て
右
膝
、
左
肘
を
数
針 

縫
っ
て
い
ま
し
た
。
簾
内
は
掘
り
ご
た
つ
式
の
雛
段
に
な
っ
て
お
り
、
座
る
立
つ
の 

動
作
は
三
人
が
か
り
で
担
ぎ
上
げ
て
貰
い
ま
し
た
。 

魚
群
と
な
り
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
交
差
点 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
雑
踏
風
景
と
思
い
ま
す
が
、
魚
群
と
は
言
い
得
て
妙
。
韓
国
の
梨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

泰
院
の
大
惨
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
昨
今
の
若
者
の
異
常
な
群
れ
た
が
り
方
は
不
可
解
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

け
い
子
さ
ん
・
・
渋
谷
の
交
差
点
の
人
を
魚
群
と
は
。
比
喩
が
面
白
い
で
す
ね
。 

 
 

            

盛
雄
さ
ん
・
・
・
上
五
の
魚
群
が
愉
し
い
表
現
で
す
。
夜
の
渋
谷
の
人
の
動
き
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

ひ
と
り
来
て
嵯
峨
の
時
雨
に
逢
ひ
に
け
り 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
作
者
は
京
都
の
嵯
峨
の
時
雨
の
中
で
一
人
感
慨
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
時
雨
は
初
冬
の
通
り 

雨
の
こ
と
で
山
間
部
に
よ
く
現
れ
る
。「
逢
ひ
に
け
り
」
に
作
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い 

ま
す
が
、
こ
こ
は
、
さ
ら
り
と
「
と
な
り
に
け
り
」
と
で
も
し
た
方
が
嵯
峨
の
時
雨
の
余 

韻
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
冬
の
京
都
へ
の
一
人
旅
、
雨
に
会
っ
て
寂
寥
と
し
た
感
じ
が
身
に
沁
み
る
。 

                       

恵
洲
さ
ん
・
・
・
や
や
平
凡
か
も
し
れ
な
い
が
、
落
柿
舎
の
あ
る
嵯
峨
に
は
時
雨
が
良
く
似
合
う
。
好
き
な 

句
と
い
う
こ
と
で
は
雪
吊
り
と
接
戦
の
末
こ
ち
ら
を
「
天
」
に
決
め
ま
し
た
。 

カ
ー
テ
ン
に
走
る
鳥
影
小
春
か
な 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
鳥
影
の
写
っ
た
瞬
間
を
読
み
取
っ
た
将
に
即
興
の
一
句
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
障
子
や
網
戸
に
餌
を
ね
だ
り
に
我
が
家
に
も
や
っ
て
来
る
。 

僻
地
で
の
単
身
赴
任
布
団
干
す 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 
 
 
 
 
 
 

 

          

孤
舟
さ
ん
・
・
・
単
身
赴
任
の
侘
し
さ
と
不
自
由
さ
。
奥
様
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
日
本
経
済
を
支
え
る
単
身
赴
任
。
干
す
蒲
団
は
重
い
。
「
辺
地
に
て
単
身
赴
任
蒲
団
干
す
」 

で
も
。 

 
 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
一
枚
の
辞
令
で
動
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勇
姿
？ 

柝
の
音
も
手
締
め
も
弾
む
一
の
酉 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
今
年
は
三
の
酉
ま
で
あ
る
が
、
今
夜
の
拍
子
木
に
も
手
締
め
に
も
一
段
と
力
が
籠
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・「
弾
む
」
で
、
調
子
良
く
（
三
三
、
四
拍
子
で
し
ょ
う
か
）
拍
子
木
を
打
つ
音
や
手
を
叩 

く
音
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
心
も
浮
き
、
今
年
は
少
し
大
き
な
熊
手 

を
買
お
う
か
な
。 

沙
羅
落
葉
末
世
語
る
や
庭
に
満
つ 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
庭
に
満
ち
た
落
葉
を
見
て
末
世
を
思
い
起
こ
す
着
想
が
い
い
で
す
。 

  
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
諦
観
と
は
言
い
切
れ
な
い
遣
り
場
の
な
い
瞋
り
。 

木
守
柿
鎌
倉
殿
の
業
深
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
頼
朝
は
弟
義
経
や
多
く
の
武
家
を
殺
害
し
鎌
倉
政
権
を
立
て
た
が
、
源
氏
は
三
代
で
絶
え
、 

あ
と
は
北
条
氏
の
長
い
統
治
が
続
く
。「
業
ふ
か
し
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
読
む
者
の 

想
像
を
促
し
ま
す
。
次
の
年
の
豊
作
を
祈
り
、
一
つ
だ
け
取
ら
ず
に
残
し
た
高
い
枝
先
の 

木
守
柿
と
の
組
み
合
わ
せ
が
良
い
。 
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亜
也
さ
ん
・
・
・「
大
河
」
も
ひ
さ
び
さ
に
大
人
向
き
で…

 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・NHK

大
河
を
観
て
、
義
時
の
こ
と
は
全
く
知
ら
ず
、
三
谷
幸
喜
の
脚
本
を
演
じ
る
役
者
も
見
事
。 

妻
と
家
事
代
は
る
勤
労
感
謝
の
日 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
最
近
、
家
事
の
大
変
な
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
！ 

ひ
そ
や
か
に
枯
葉
の
匂
ひ
雨
踏
め
ば 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
冷
た
い
雨
の
枯
葉
道
が
あ
ざ
や
か
に
目
に
浮
か
ぶ
。aik

o

の
「
雨
踏
む
オ
ー
バ
ー
オ
ー 

ル
」
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。 

凍
豆
腐
小
さ
き
幸
せ
ほ
の
甘
く 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
市
井
の
庶
民
の
一
人
と
し
て
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
つ
つ
ま
し
や
か
な
生
活
。
下
五
の 

「
ほ
の
甘
く
」
と
い
う
表
現
が
利
い
て
い
ま
す
。 

平
和
と
ふ
危
う
き
日
々
の
冬
木
の
芽 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
今
年
も
時
を
過
た
ず
芽
を
吹
く
冬
木
の
平
和
が
い
つ
脅
か
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
危
う
さ 

に
同
感
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
言
わ
ず
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
感
じ
に
も 

好
感
。 

 

 

三
点
句 

 

月
食
を
待
ち
ゐ
る
刻
や
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
今
世
紀
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
見
た
い
。
寒
さ
し
の
ぎ
に
ホ
ッ
ト
ワ 

イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
。 

夕
映
え
の
雲
つ
ら
な
り
て
神
渡
し 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
上
手
な
句
で
す
。
西
の
方
角
に
は
茜
色
に
染
ま
っ
た
雲
が
何
層
に
も
連
な
っ
て 

い
る
。
そ
こ
に
西
風
が
吹
い
て
く
る
。
神
様
は
こ
の
季
節
に
は
出
雲
へ
す
で
に 

い
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

御
贔
屓
筋
に
よ
る
河
東
節 

顔
見
世
や
襲
名
寿
ぐ
御
簾
の
内 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
江
戸
時
代
か
ら
続
く
お
旦
那
衆
の
究
極
の
芸
が
今
も
脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心 

 

し
ま
す
。
伝
統
の
文
化
を
市
井
の
人
も
一
緒
に
伝
え
て
行
く
と
は
素
敵
な
こ
と
で
す
ね
。

又
、
御
簾
の
中
で
見
知
っ
た
方
が
語
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

紀
久
男
・
・
・
日
経
新
聞
の
私
の
履
歴
書
に
書
か
れ
た
清
水
建
設
の
宮
本
洋
一
会
長
や
銀
座
・
日
本
橋
・
新

宿
の
旦
那
衆
と
御
簾
内
で
ご
一
緒
し
最
高
の
気
分
で
し
た
。
御
手
洗
経
団
連
会
長
、
三
村

日
商
前
会
頭
（
同
期
の
本
田
氏
の
高
校
時
代
の
親
友
）
の
二
人
が
新
規
に
入
ら
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
稽
古
な
ど
の
余
裕
な
か
っ
た
こ
と
、
舞
台
出
演
者
半
減
の

為
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

誕
生
日
我
が
家
の
き
ま
り
栗
御
飯 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
誕
生
日
が
栗
の
シ
ー
ズ
ン
と
一
致
し
、
好
物
の
栗
飯
で
祝
っ
て
も
ら
え
る
。
幸
せ 

で
す
ね
。 

秋
茜
中
学
校
を
視
察
に
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
秋
晴
れ
の
夕
方
、
作
者
は
母
校
に
立
ち
寄
っ
て
み
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ト
ン
ボ
が
夕
陽
を 

受
け
て
ツ
イ
と
教
室
に
入
り
込
む
。
秋
の
陽
は
刻
々
と
そ
の
教
室
に
差
し
込
む
陽
射
し

の
角
度
と
色
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
ト
ン
ボ
は
そ
の
光
に
伴
い
な
が
ら
移
動
し
て
、
ま 

る
で
視
察
に
来
て
い
る
か
の
よ
う
。
秋
茜
の
擬
人
化
で
素
朴
な
童
話
を
読
む
よ
う
で
す
。 

山
茶
花
や
噂
話
は
好
き
な
方 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 

  

亜
也
さ
ん
・
・
・
山
茶
花
は
結
構
賑
や
か
に
花
が
つ
い
て
い
て
・
・
・
抛
り
出
し
た
よ
う
な
諧
謔
の
味
。 
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初
冬
の
渋
谷
に
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
に
行
く 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
百
軒
店
の
「
オ
ス
カ
ー
」
で
コ
ル
ト
レ
ー
ン
を
よ
く
聴
い
て
い
た
も
の
で
す
。
学
生
時

代
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
し
て
天
に
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
け
い
子
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
の
魅
力
的
な
ハ
ス
キ
ー
な
声
。
ア
ル
バ
ム2

枚
出
て
い
ま
す
。 

お
す
す
め
で
す
。 

 

二
点
句 

 

長
き
夜
や
テ
レ
ビ
を
消
し
て
二
度
寝
か
な  

 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

隆
さ
ん
・
・
・
・ 

朝
か
と
思
い
き
や
、
未
だ
、1

時
、2

時
。「
テ
レ
ビ
を
消
し
て
」
は
無
く
て
も
い
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
長
き
夜
や
二
夜
を
継
ぎ
て
朝
迎
か
ふ
」
な
ど
・
・ 

立
冬
に
新
團
十
郎
の
初
日
か
な 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
冬
の
入
り
に
新
團
十
郎
の
襲
名
興
行
初
日
と
は
少
し
皮
肉
が
効
い
て
い
て
面
白
い
。 

 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ど
の
よ
う
な
冬
が
待
ち
受
け
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
こ
の
日
、
私
は
出
番
で
は
な
か
っ
た
が
、
楽
屋
で
挨
拶
し
て
か
ら
三
階
席
へ
。 

「
待
っ
て
ま
し
た 

十
寸
見
会
！
」
と
大
向
う
を
決
め
て
、
新
團
十
郎
に
は
掛
け
ず 

仕
舞
い
。
幕
見
の
四
階
席
か
ら
歌
舞
伎
座
公
認
の
大
向
う
が
気
の
抜
け
た
掛
声
。 

お
ざ
な
り
で
締
ま
ら
な
い
こ
と
・
・
・ 

叙
勲
と
は
無
縁
の
人
生
文
化
の
日 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
若
き
日
、
最
高
裁
事
務
総
長
、
東
京
高
裁
長
官
を
経
て
最
高
裁
判
事
だ
っ
た
方
の
弔
問 

に
上
が
っ
た
。
授
与
さ
れ
た
勲
章
が
仏
壇
に
お
供
え
さ
れ
て
い
た
。
奥
様
の
言
葉
は
覚 

え
て
い
な
い
が
、
こ
ん
な
も
の
を
頂
戴
し
て
も
夫
の
死
が
悲
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
か 

も
知
れ
な
い
。
数
年
後
、
奥
様
も
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。 

熟
し
柿
残
し
て
暮
る
る
小
春
空 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
よ
く
見
る
風
景
な
が
ら
、
季
語
重
な
り
で
や
や
残
念
。 

   
 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
季
重
な
り
が
駄
目
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
主
季
語
の
「
熟
柿
」（
秋
）
に
対
し
下
五
の 

「
小
春
空
」（
冬
）
も
陰
暦
十
月
の
空
を
限
定
す
る
強
い
季
語
で
す
。「
甲
斐
の
空
」
に 

す
る
な
ど
、
ど
う
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

初
冬
の
来
（
く
）
行
人
坂
に
富
士
の
見
ゆ 

 
 

と
み
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
冬
は
空
気
が
澄
ん
で
遠
方
ま
で
見
え
る
。
夜7

ｋ
ｍ
先
の
東
京
タ
ワ
ー
が
イ
ン
ス
タ
映
え 

す
る
場
所
が
あ
る
。
秘
密
だ
が
。「
来
て
見
れ
ば
冬
の
富
士
か
な
行
人
坂
に
」
で
も
。 

落
葉
掃
き
ふ
る
ま
う
ほ
う
び
焼
け
て
か
ら 

 
 
 

國
護 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
落
葉
は
掃
き
を
手
伝
っ
て
、
そ
の
ご
褒
美
が
「
焼
け
て
か
ら
」
と
言
う
下
五
が
面
白
い
。 

手
に
紅
葉
ケ
ー
ブ
ル
降
り
て
酒
と
ソ
バ 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
万
里
子
先
生
お
元
気
な
頃
亡
き
小
川
恭
延
さ
ん
と
私
は
、
伊
那
に
工
場
が
あ
っ
た
高
橋
敏 

郎
さ
ん
の
ご
案
内
で
木
曾
御
岳
ケ
ー
ブ
ル
上
り
下
り
し
て
最
高
の
蕎
麦
屋
で
御
馳
走
に 

な
っ
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
目
の
前
で
五
十
雀
の
敏
捷
な
動
き
が
印
象
的
で
し 

た
。 

空
深
く
浅
間
の
稜
線
初
冠
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
晩
秋
か
ら
冬
の
空
を
「
深
い
」
と
見
ら
れ
た
の
は
正
に
慧
眼
。
そ
の
深
み
へ
初
冠
雪
の 

浅
間
が
聳
え
て
い
る
景
を
雄
大
か
つ
優
美
に
詠
ま
れ
ま
し
た
。 

 

日
を
追
ふ
て
熟
す
蜜
柑
に
子
ら
騒
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
蜜
柑
の
甘
く
な
る
季
節
、
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
様
が
微
笑
ま
し
い
。 
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枯
す
す
き
ジ
ョ
ブ
ズ
遺
愛
の
巴
水
か
な 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 
 

 
 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
少
々
生
意
気
な
こ
と
を
失
礼
い
た
し
ま
す
。
全
く
異
次
元
の
素
材
対
比
は
、
俳
句
の
醍

醐
味
の
最
た
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
改
め
て
「
人
間
」
ジ
ョ
ブ
ス

の
慧
眼
に
恐
れ
入
り
ま
す
。 

 
 

五
十
回
目
の
泉
鏡
花
文
学
賞
受
賞 

十
一
月
「
陽
だ
ま
り
の
果
て
」
届
き
け
り 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
天
牛
さ
ん
の
大
学
の
先
輩
の
お
嬢
様
が
受
賞
さ
れ
た
お
祝
い
の
句
の
よ
う
で
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
素
晴
し
い
で
す
ね
！
今
年
は
軒
並
み
文
学
賞
を
女
性
が
占 

め
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
世
界
で
も
女
性
の
高
評
価
が
目
覚
ま
し
い
。 

 

一
点
句 

 

舞
台
終
へ
祝
儀
で
奢
る
燗
老
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
助
六
撥
ね
て
頂
戴
し
た
ご
祝
儀
で
中
華
料
理
に
行
き
ジ
ョ
ッ
キ
で
乾
杯
し
て
か
ら
年 

代
物
の
紹
興
酒
を
熱
燗
で
日
本
飲
み
い
い
気
分
で
し
た
。
私
物
の
重
い
リ
ュ
ッ
ク
、 

撒
き
物
や
楽
屋
見
舞
い
で
い
っ
ぱ
い
の
手
提
げ
袋
が
軽
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

逆
転
弾
！
深
夜
に
ひ
と
り
火
酒
（
か
し
ゅ
）
呷
る 

 

紀
久
男 

 
 

  

龍
平
さ
ん
・
・
・
マ
サ
カ+

ま
さ
か+

真
逆
で
し
た
ね
。
来
夏
パ
リ
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
り 

次
男
に
一
緒
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
て
い
た
が
本
気
で
行
く
気
に
な
り
ヤ
シ
タ
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
（
自
解
）
・
・
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
好
勝
負
を
観
て
ひ
と
り
ラ
ム
酒
で
乾
杯
。 

口
上
の
甘
辛
楽
し
神
無
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
仁
左
衛
門
の
辛
口
、
左
團
次
の
お
と
ぼ
け
、
は
中
々
好
評
。
す
べ
て
ア
ド
リ
ブ
で
す
。 

吾
（
あ
）
が
生
（
あ
）
れ
し
十
一
月
の
始
ま
り
し 

 
 

規
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・[

し 

と 

し]

の
絶
妙
な
反
復
鼓
動
。
良
い
で
す
ね
ェ~ 

肉
叢
（
し
し
む
ら
）
へ
新
た
な
喝
や
冬
至
の
湯 

 
 
 

盛
雄 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
初
優
勝
を
逃
し
た
御
嶽
海
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

 
 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
青
葉
会
予
定
】 

先
に
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
次
回
は
句
会
後
に
年
末
納
会
を
催
行
し
ま
す
。 

令
和
四
年
十
二
月
十
五
日
（
木
） 

会
場
： 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
（
世
田
谷
区
施
設
）
４
階
会
議
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半➡

納
会
（
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
茶
店
） 

※
十
二
月
は
句
会
開
始
と
同
時
に 

落
語
（
丸
紅

O
B
 

社
会
人
落
語
家 

花
伝
亭
長
太
楼
）
が
架
か
り
ま
す
。 

 

十
三
時
半
～
十
六
時
半 

句
会 

そ
の
後
場
所
を
徒
歩
５
分
の 

銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
店
に
移
し
、 

 

青
葉
会
忘
年
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
当
日
会
費
を
申
し
受
け
ま
す
。 

 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
十
二
月
十
三
日
（
火
）
中
。 

◇
ご
参
加
の
ご
意
向
は
伺
っ
て
お
り
ま
す
。14

名
の
予
定
で
す
。 

投
句
は
今
井
宛FAX

、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
句
会
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

◇
ご
参
加
の
方
で
三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
は
初
め
て
の
方
は
星
田
（
    080-8870-8201

）
ま
で
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。
ご
説
明
致
し
ま
す
。 
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青
葉
会
報 

一
、 
今
回
は
び
ん
さ
ん
は
じ
め1

0

名
出
席
。
投
句
は
亜
也
さ
ん
等1

5

名
。
選
句
の
み
は
孝
岳
さ
ん
ら6

名

で
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
五
郎
太
さ
ん
の
披
講
で
、
ご
覧
の
よ
う
に
孤
舟
選
者
が
十
八
点
と
い
う
高
得

点
、
忠
彦
さ
ん
、
と
み
子
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
も
十
点
を
越
す
高
得
点
で
し
た
。 

千
恵
さ
ん
寄
贈
の
「
蓬
莱
」
（
飛
騨
高
山
）
啓
子
さ
ん
寄
贈
の
「
〆
張
鶴
」
（
新
潟
・
村
上
）、
國
護
さ
ん
の

缶
ビ
ー
ル
、
小
生
持
参
の
お
つ
ま
み
（
同
期
本
田
氏
か
ら
の
お
つ
ま
み
。
柳
橋
逸
品
会
）
と
み
子
さ
ん
寄

贈
の
ゴ
ー
フ
ル
（
風
月
堂
）
を
賞
味
し
つ
つ
丸
紅
の
日
経
広
告
（
今
年
の
日
経
の
「
広
告
大
賞
」
受
賞
作

品
）、
丸
紅
カ
レ
ン
ダ
ー
（
総
務
部
か
ら
は
廃
止
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
社
友
会
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
）
を
回
覧
し
な
が
ら
順
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

出
品
句
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
歌
舞
伎
、
團
十
郎
襲
名
披
露
と
小
生
の
河
東
節
出
演
の
話
題
も
多
く
、
賑

や
か
で
し
た
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

人
の
腹
黒
く
も
白
く
も
秋
天
下 

 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

菊
人
形
抱
か
れ
立
た
さ
れ
初
舞
台 

 
 
 

    

陽
亮 

塩
麹
仕
込
み
つ
療
養
秋
暑
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

菊
人
形
胸
高
け
れ
ば
狼
狽
ふ
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

新
涼
や
病
後
の
平
熱
や
ゝ
上
が
る 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

菊
人
形
水
し
た
た
れ
る
高
尾
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 

町
内
の
疎
遠
危
ぶ
む
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

煙
管
叩
い
て
帰
り
支
度
の
老
菊
師 

 
 
 
 
 
 

仝 

熱
中
の
読
書
秋
の
蚊
刺
さ
ず
去
る 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

右
近
の
「
累
」 

ち
ょ
ん
と
向
き
変
へ
る
雀
や
秋
は
じ
め 

 

弘
子 

 
 
 

冷
ま
じ
き
殺
し
場
の
見
得
大
受
け
に 

 
 
 

紀
久
男 

青
き
葉
と
急
く
か
な
桜
落
葉
か
な 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

夜
も
残
暑
戦
中
歌
謡
高
唱
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

滲
ま
せ
て
洗
ふ
硯
や
星
の
夜 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

澄
む
水
辺
発
句
せ
む
と
て
句
帳
持
ち 

 
 
 
 
 

仝 

食
ひ
込
め
る
腕
の
荷
の
跡
つ
く
つ
く
し 

 
 

仝 
 
 

 

鶏
の
尾
の
長
く
し
だ
る
る
若
冲
忌 

 
 
 
 

仝 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
十
二
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

酌
み
交
は
す
同
期
の
桜
鮟
鱇
鍋 

 
 
 
  

允
章 

茶
の
花
に
午
後
の
日
差
し
の
温
み
か
な 

 

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 

 
 
 

 

し
ぐ
る
る
や
百
万
石
の
城
下
町   

 

烏
瓜
曳
け
ば
寄
り
来
る
故
郷
か
な    

敬
老
日
光
年
と
い
ふ
星
の
距
離 
 
 
 

柿
の
実
の
高
き
は
鳥
に
残
し
お
く   

粲
粲
と
巫
女
の
か
ん
ざ
し
酉
の
市 

 

令
和
四
年 

十
二
月 

十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


